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登録 国登録有形文化財

浄土真宗本願寺派の寺院で，1748（延享 5）年，朝鮮通信使（第 10
回）の学士・書記と福山藩の学者伊藤大佐が当寺で接会し，漢詩文
を唱和するなど江戸時代を通じて朝鮮通信使の宿舎として使われまし
た。本堂は，1860（万延元）年再建。内陣や要所に組物や豪華な彫
刻を多用しており，幕末以降に流行した真宗本堂の特徴を示していま
す。山門は，火灯窓や円窓軒を配し，軒先に反りを持たせた異国情緒
を漂わせる鐘楼門。上層の懸魚に 1810（文化 7）年の墨書があり第
12 回通信使の来日予定に備えて増築されたことが考えられます。

登録建造物：本堂・山門
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